
「こども保険」の負担イメージ（勤労者の保険料率0.5％の場合）

注・本人負担は厚生年金9％、健康保険5％、介護保険0.8％、雇用保険0.4％
　(こども保険構想の説明資料から作成 )

標準報酬月額 24 万円 児童手当･子ども2人×1.5 万円＝3万円
　厚生年金 2.2 万円 こども保険給付金・2人×2.5 万円＝5万円　
　健康保険 1.2 万円 （子ども0歳と2歳の場合）
　雇用保険 960 円
　こども保険 1200 円  年収 400万円の世帯は
社会保険料の合計   月1200円の負担が増えるが
　　　　　　 3.6 万円  児童手当が 5万円も増える

30代・年収 400万円･子ども2人世帯

ど
も
保
険
」の
提
唱
に
対
し
、多
方
面

で
是
非
の
論
議
が
続
く
。ま
だ
荒
っ

ぽ
い
デ
ッ
サ
ン
に
す
ぎ
な
い
構
想
だ
が
、抜

本
的
な
少
子
化
対
策
と
財
源
確
保
策
を
打
ち

出
す
時
期
を
迎
え
た
の
は
間
違
い
な
い
。

 

「
新
た
な
社
会
保
険
」の

 

活
用

　
「
こ
ど
も
保
険
」
構
想
は
、
自
民
党
の

「
2
0
2
5
年
以
降
の
経
済
財
政
構
想
小
委

員
会
」の
提
唱
で
あ
る（
以
下
、こ
ど
も
保
険

構
想
）。自
民
党
の
ホ
ー
プ
、小
泉
進
次
郎
議

員
が
中
心
メ
ン
バ
ー
で
注
目
を
集
め
た
。

　

6
月
公
表
の「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
2
0
1
7
」（
骨
太
方
針
）は
、「
人

材
投
資
・
教
育
」で「
幼
児
教
育
・
保
育
の
早
期

無
償
化
や
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
、税
、新

た
な
社
会
保
険
方
式
の
活
用
を
含
め
、安
定

的
な
財
源
確
保
の
進
め
方
を
」と
書
き
込
み
、

こ
ど
も
保
険
構
想
は
正
規
の
検
討
項
目
に
さ

れ
た
。

　

こ
の
構
想
の
概
要
は
、勤
労
者
と
事
業
主

に
保
険
料
の
納
付
を
求
め
、就
学
前
の
子
供

へ
現
金（
あ
る
い
は
利
用
券
）を
給
付
し
、実

質
的
な
保
育
・
幼
児
教
育
の
無
償
化
を
図
ろ
う
、

と
い
う
狙
い
だ
。

　

保
険
料
率
は
0
・
1
％
、0
・
5
％
、1
％
の
3

案
を
示
し
、0
・
5
％
案
は
勤
労
者
0
・
5
％
、

事
業
主
0
・
5
％
の
保
険
料
率
で
約
1
・
7
兆

円
を
集
め
、約
6
0
0
万
人
の
未
就
学
児
1

人
当
た
り
月
額
2
・
5
万
円
を
既
存
の
児
童

手
当
に
上
乗
せ
支
給
で
き
る
、と
概
算
す
る（
厚

生
年
金
に
上
乗
せ
徴
収
、国
民
年
金
加
入
の

「
こ
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自
営
業
者
ら
は
月
額
8
3
0
円
程
度
、引
退

世
代
に
負
担
は
求
め
な
い
。図
表
参
照
）。

 

子
育
て
は

 
「
保
険
事
故
」か
？

　

社
会
保
険
の
特
徴
は
、私
的
保
険
と
比
べ
て
、

①
社
会
的
な
リ
ス
ク
を
対
象
に
②
強
制
加
入

で
③
非
営
利
団
体
が
運
営
す
る
こ
と
。

　

こ
ど
も
保
険
構
想
に
対
す
る
最
大
の
疑
問

は
、子
育
て
は「
社
会
的
な
保
険
事
故
」な
の

か
、で
あ
る
。こ
の
違
和
感
に
対
し「
必
要
な

保
育
・
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
リ
ス
ク
は
政

策
的
に
公
的
保
険
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
リ
ス
ク

で
は
な
い
か
」と
反
論
し
た
。

　

確
か
に
経
済
的
な
重
圧
は
各
種
の
調
査
で

証
明
済
み
だ
。代
表
的
な
内
閣
府
の
意
識
調

査
で
、子
育
て
の
不
安
に
つ
い
て
回
答
者
の

64
％
が「
経
済
的
に
や
っ
て
い
け
る
か
」を
挙

げ
た（
14
年
）。し
か
し
、社
会
保
険
の「
保
険

事
故
」は
、病
気
・
負
傷
・
死
亡
、寝
た
き
り
・
認

知
症
、失
業
、老
齢
な
ど
放
置
す
れ
ば
社
会
全

体
が
不
安
・
不
安
定
に
陥
る
リ
ス
ク
で
あ
る
。

子
育
て
と
い
う
喜
ば
し
い
事
象
を
同
列
に
扱

え
る
か
ど
う
か
。

　

よ
う
や
く
消
費
税
の
使
途
に
子
育
て
支
援

を
加
え
、5
％
引
き
上
げ
を
決
め
た
が
、2
％

分
は
再
度
延
期
さ
れ
た
。租
税
に
よ
る
育
児

保
障
の
拡
充
に
ど
れ
だ
け
努
力
し
た
の
か
、

と
い
う
反
論
が
立
ち
は
だ
か
る
。

 

正
面
か
ら

 

負
担
増
を
求
め
る

　

こ
ど
も
保
険
構
想
で
は
、強
制
加
入
の
対

象
に
子
供
の
い
な
い
世
帯
や
子
育
て
が
終
わ
っ

た
世
帯
も
含
ま
れ
る
。「
人
口
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
り
、す
べ
て
の
国
民
に
恩
恵
が
及
ぶ
。

社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
え
た
い
」と
い
う

趣
旨
だ
。

　

さ
す
が
に
高
齢
者
は
強
制
加
入
の
対
象
か

ら
外
す
。「
医
療
・
介
護
の
給
付
改
革
に
よ
り

負
担
の
伸
び
を
抑
え（
そ
の
節
減
分
で
）こ
ど

も
保
険
の
よ
り
充
実
し
た
給
付
を
行
え
る
」

と
い
う
。介
護
保
険
で
も
40
歳
未
満
は
強
制

加
入
か
ら
外
さ
れ
、そ
の
逆
バ
ー
ジ
ョ
ン
も

成
り
立
た
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

現
金
給
付
な
ら
徴
収
・
給
付
作
業
を
日
本

年
金
機
構
に
委
ね
れ
ば
済
む
。だ
が
、い
ま
子

育
て
家
庭
の
最
大
の
悩
み
は
、主
に
都
市
部

で
の
保
育
や
学
童
保
育
と
い
う
現
物（
サ
ー

ビ
ス
）給
付
の
絶
対
的
不
足
で
あ
る
。こ
の
批

判
に
対
し「
こ
ど
も
保
険
の
提
案
は
待
機
児

童
解
消
の
先
に
あ
る
、よ
り
踏
み
込
ん
だ
少

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
・
大
学
院
の

教
授
を
経
て
、財
団
法
人
・
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
振
興
会
理
事
長
。

財
務
省「
財
政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ

パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

子
化
対
策
だ
」と
か
わ
し
た
。

　

こ
ど
も
保
険
構
想
が
広
く
一
般
の
理
解
と

支
持
を
集
め
よ
う
と
す
る
際
、目
下
の
悩
み

の
解
消
策
で
は
な
い
こ
と
が
大
き
な
壁
に
な

る
だ
ろ
う
。も
ち
ろ
ん
保
険
と
そ
の
対
象
の

サ
ー
ビ
ス
は
二
人
三
脚
で
普
及
す
る
こ
と
は

医
療
や
介
護
の
世
界
で
実
証
さ
れ
た
。た
だ
し
、

介
護
保
険
の
創
設
に
先
立
ち
、消
費
税
3
％

導
入
と
5
％
引
き
上
げ
の
財
源
を
使
い
介
護

サ
ー
ビ
ス
整
備
の
長
期
計
画「
ゴ
ー
ル
ド
プ

ラ
ン
」が
二
度
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
た
。

　

子
育
て
支
援
の「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」も
繰

り
返
し
実
施
さ
れ
た
が
、介
護
に
比
べ
質
量

と
も
格
段
に
劣
っ
た
。保
育
や
幼
児
教
育
は
、

国
と
自
治
体
の
基
本
的
な
責
務
と
い
う
理
念

と
歴
史
を
乗
り
越
え
る
の
は
極
め
て
難
し
い
。

現
に
子
育
て
支
援
に
ま
で
社
会
保
険
方
式
を

採
る
先
進
国
は
な
い
。

　

だ
が
、少
子
化
へ
の
強
い
危
機
感
、社
会
全

体
で
次
世
代
を
育
て
る
決
意
、そ
の
た
め
に「
教

育
国
債
」構
想
の
よ
う
に
、借
金
を
積
み
上
げ

る
愚
は
避
け
、国
民
に
正
面
か
ら
負
担
を
訴

え
る
姿
勢
に
は
共
感
を
覚
え
る
。
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